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2022 年 10 月は、上旬から中旬にかけて米経済指標の結果で米金融引締めに対する見方が右往左往

する中、方向感の乏しい展開となった。日経平均株価は６日に２万 7,311円まで上昇したが、11日は

２万 6,237円まで下落した。中旬から下旬にかけては、米金融引締め鈍化の期待による米国株指数の

上昇や、企業の決算内容を好感した買いが入り日経平均株価は上昇し、高値の２万 7,587円で終えた。

主な投資部門別で見ると、信託銀行、事業法人、海外投資家が買い越す一方で、個人が売り越した。 

 

 

 

 

 

海外投資家 個人 証券会社 投資信託 事業法人 生保・損保 都銀・地銀等 信託銀行
日経平均株価
（円）

202208 -4,267 6,478 40 -2,741 5,320 -680 -2,492 -2,663 28,091.53

202209 -30,519 12,178 366 4,661 6,406 -477 -1,440 8,009 25,937.21

202010 3,133 -6,087 -181 -1,581 4,384 -495 736 4,559 27,587.46

単位：億円
（億円未満切り捨て）
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図表１ 主な投資部門別売買動向と日経平均株価の推移 
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（注）現物は東証・名証の二市場、先物は日経 225先物、日経 225mini、TOPIX先物、ミニ TOPIX先物、
JPX日経 400先物の合計 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 
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2022年 10月（10月３日～28日）の主な投資部門別売買動向は、信託銀行が、現物と先物の合計で

4,559 億円の買い越しと、最大の買い越し部門であった。９月から２カ月連続で買い越しており、週

ごとで見ると株価が大きく下落した９月下旬から買い越しに転じており、株安を受けた公的年金等の

資産配分の見直しによる買いが背景と考えられる。 

 

  

 

 

 他には、事業法人が 4,384億円の買い越しと 17カ月連続で買い越した。海外投資家も 3,133億円買

い越したが、９月に３兆 519億円と大幅に売り越していたことを踏まえると、売りから買いへの大幅

なスタンス変更といえよう。 

 

 

 

（注）信託銀行の現物と先物の合計、週次 

（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表２ 信託銀行は 2カ月連続の買い越し 

（注）現物は東証・名証の二市場、先物は日経 225 先物、日経 225mini、TOPIX 先
物、ミニ TOPIX先物、JPX日経 400先物の合計 

（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表３ 投資部門別の累積売買動向 
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その一方で個人は、現物と先物の合計で6,087億円の売り越しと10月最大の売り越し部門であった。

特に 10月第１週（３～７日）は 6,844億円を売り越した。９月第４週に日経平均株価が下落幅約 1,200

円と大幅に下落する中で 7,351億円買い越しており、10月第１週の株価上昇に合わせて売却したとみ

ることができる。その他、10月は投資信託も 1,581億円の売り越しとなった。 
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お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保
証するものではありません。また、本誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかな
る契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

図表４ 個人は株価下落時は買い、上昇時は売りの「逆張り」 

（注）個人の現物と先物の合計、週次 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 


